
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定方向と前記所定方向とは反対方向に回転可能なモータと、前記モータからの駆動力
によって回転する第一の本体カップリング部材であって、ねじれた略三角柱形状の凹部を
有し、軸方向に移動可能に設けられた第一の本体カップリング部材と、前記モータからの
駆動力によって回転する第二の本体カップリング部材と、有する電子写真画像形成装置本
体に着脱可能なプロセスカートリッジおいて、
　電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像剤を用いて現像する現像手段と
、
　前記現像剤を収納する現像剤収納容器であって、前記現像手段に前記現像剤を供給する
ための開口部を有する現像剤収納容器と、
　前記開口部を封止するシール部材と、
　前記シール部材を開封するための開封駆動手段と、
　前記現像剤収納容器内の前記現像剤を撹拌する撹拌駆動手段と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記凹部と係合する前記
軸線方向にねじれた三角柱の凸部を有する、前記電子写真感光体ドラムの端部に設けられ
た第一のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方向に回転した場合は、前記
第一の本体カップリング部材を引き合う方向に移動させ、前記駆動力を前記電子写真感光
体ドラムに伝達し、前記モータが前記反対方向に回転した場合は、前記第一の本体カップ
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リング部材を前記凸部と前記凹部との係合が解除する方向に移動させ、前記駆動力を前記
電子写真感光体ドラムに伝達しない第一のカップリング部材と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記第二の本体カップリ
ング部材と係合する第二のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方向に回転
した場合に前記第二の本体カップリング部材と係合する、前記撹拌駆動手段に前記駆動力
を伝達するための第一の当接部と、前記モータが前記反対方向に回転した場合に前記第二
の本体カップリング部材と係合する、前記開封駆動手段に前記駆動力を伝達するための第
二の当接部と、を有する第二のカップリング部材と、
　を有することを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項２】
　前記モータが前記所定方向に回転した場合は、前記凸部が前記凹部と係合することによ
り、前記第一のカップリング部材は前記第一の本体カップリング部材と回転中心が略一致
し、前記モータが前記反対方向に回転した場合は、前記第二のカップリング部材は前記第
二の本体カップリング部材と回転中心が略一致することを特徴とする請求項１に記載のプ
ロセスカートリッジ。
【請求項３】
　前記第二のカップリング部材は、前記モータが前記反対方向に回転した場合に、前記第
二の本体カップリング部材に設けられたリブが当接する、前記第二のカップリング部材は
前記第二の本体カップリング部材と回転中心が略一致させるための第二凹部を有すること
を特徴とする請求項２に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項４】
　画像を形成する電子写真画像形成装置であって、
（ｉ）所定方向と前記所定方向とは反対方向に回転可能なモータと、
（ ii）前記モータからの駆動力によって回転する第一の本体カップリング部材であって、
ねじれた略三角柱形状の凹部を有し、軸方向に移動可能に設けられた第一の本体カップリ
ング部材と、
（ iii）前記モータからの駆動力によって回転する第二の本体カップリング部材と、
（ iv）前記電子写真画像形成装置の装置本体に着脱可能なプロセスカートリッジであって
、
　電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像剤を用いて現像する現像手段と
、
　前記現像剤を収納する現像剤収納容器であって、前記現像手段に前記現像剤を供給する
ための開口部を有する現像剤収納容器と、
　前記開口部を封止するシール部材と、
　前記シール部材を開封するための開封駆動手段と、
　前記現像剤収納容器内の前記現像剤を撹拌する撹拌駆動手段と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記凹部と係合する前記
軸線方向にねじれた三角柱の凸部を有する、前記電子写真感光体ドラムの端部に設けられ
た第一のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方向に回転した場合は、前記
第一の本体カップリング部材を引き合う方向に移動させ、前記駆動力を前記電子写真感光
体ドラムに伝達し、前記モータが前記反対方向に回転した場合は、前記第一の本体カップ
リング部材を前記凸部と前記凹部との係合が解除する方向に移動させ、前記駆動力を前記
電子写真感光体ドラムに伝達しない第一のカップリング部材と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記第二の本体カップリ
ング部材と係合する第二のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方向に回転
した場合に前記第二の本体カップリング部材と係合する、前記撹拌駆動手段に前記駆動力
を伝達するための第一の当接部と、前記モータが前記反対方向に回転した場合に前記第二
の本体カップリング部材と係合する、前記開封駆動手段に前記駆動力を伝達するための第
二の当接部と、を有する第二のカップリング部材と、
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　を有するプロセスカートリッジと、
を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、電子写真画像形成装置 プロセスカートリッジ及び電子写真
画像形成装置に関するものである。
【０００２】
ここで、電子写真画像形成装置とは、電子写真画像形成方式を用いて記録媒体に画像を形
成する物である。そして、電子写真画像形成装置の例としては、例えば電子写真複写機、
電子写真プリンタ（例えばレーザービームプリンタ、ＬＥＤプリンタ等）ファクシミリ装
置及びワードプロセッサ等が含まれる。
【０００３】
また、プロセスカートリッジとは、帯電手段、現像手段またはクリーニング手段と電子写
真感光体ドラムとを一体的にカートリッジ化し、このカートリッジを画像形成装置本体に
対して着脱可能とする物である。及び帯電手段、現像手段、クリーニング手段の少なくと
も１つと電子写真感光体ドラムとを一体的にカートリッジ化して画像形成装置本体に着脱
可能とするものである。更に、少なくとも現像手段と電子写真感光体ドラムとを一体的に
カートリッジ化して装置本体に着脱可能とするものをいう。
【０００４】
【従来の技術】
従来、電子写真画像形成プロセスを用いた画像形成装置においては、電子写真感光体及び
前記電子写真感光体に作用するプロセス手段を一体的にカートリッジ化して、このカート
リッジを画像形成装置本体に着脱可能とするプロセスカートリッジ方式が採用されている
。このプロセスカートリッジ方式によれば、装置のメンテナンスをサービスマンによらず
にユーザー自身で行うことができるので、格段に操作性を向上させることができた。そこ
でこのプロセスカートリッジ方式は画像形成装置において広く用いられている。
【０００５】
このようなプロセスカートリッジにおいてはトナーを収納した現像剤収納容器（トナー容
器）と現像部材を支持する現像容器枠体を結合した現像手段がプロセス手段の一つとして
用いられる。そして、プロセスカートリッジの使用を開始するまではトナー容器から現像
容器枠体へ向う開口部をシール部材（トナーシール）でシールし、プロセスカートリッジ
の使用開始に当りシール部材を開封している。
【０００６】
シール部材を電子写真画像形成装置（以下、画像形成装置という）の本体（以下、画像形
成装置本体という）から駆動力を得て自動開封を行うためにシール部材を巻き取る駆動伝
達手段が設けてある。
【０００７】
これまでは画像形成装置やプロセスカートリッジあるいはトナー容器のシール部材を巻き
取る駆動伝達手段はシール部材を巻取る動作が終了すると、駆動を停止したり遮断する構
成であり、画像形成装置本体やプロセスカートリッジあるいはトナー容器には、これ専用
の駆動伝達手段が必要であった。また画像形成装置本体においてトナーシールを巻き取る
動作と撹拌ユニットを撹拌する駆動は同時に行われることが多かった。
【０００８】
そのため画像形成装置本体の駆動手段が複雑になり、また撹拌ユニットとトナーシールの
開封を同時に行うため消費電力の増加にもつながっていた。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上述の従来の技術を更に発展させたものである。
【００１０】
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そこで上述の点を解決するために感光体ドラムの駆動とトナーシールと撹拌部材の駆動を
分割し、トナーシールを開封駆動してから感光体ドラムと撹拌部材を駆動させる構成が考
えられた。また、シール部材の開封巻き取り動作の時には、プロセスカートリッジの位置
決めがされておらず、シールの開封巻き取り時には画像形成装置本体よりの駆動力により
プロセスカートリッジが振動するといったことがあった。
【００１１】
これによりシール部材を開封後、電子写真感光体ドラムを画像形成装置本体よりカップリ
ング部材で駆動伝達される位置が決まらずカップリング部材が挿入されにくいといったこ
とがあった。
【００１２】
　そこで本発明はシール部材開封時におけるプロセスカートリッジの振動が生ずることな
く、シール部材開封後に電子写真感光体ドラムのカップリング部材に画像形成装置本体の
カップリング部材が容易に係合することができる開封駆動手段と撹拌駆動手段を駆動する
カップリング部材を有するプロセスカートリッジ及びこのプロセスカートリッジを着脱可
能な電子写真画像形成装置を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
主要な本発明は請求項と対応する番号を付して示せば以下のとおりである。
【００１５】
　本出願に係る第１の発明は、所定方向と前記所定方向とは反対方向に回転可能なモータ
と、前記モータからの駆動力によって回転する第一の本体カップリング部材であって、ね
じれた略三角柱形状の凹部を有し、軸方向に移動可能に設けられた第一の本体カップリン
グ部材と、前記モータからの駆動力によって回転する第二の本体カップリング部材と、有
する電子写真画像形成装置本体に着脱可能なプロセスカートリッジおいて、電子写真感光
体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像剤を用いて現像する
現像手段と、前記現像剤を収納する現像剤収納容器であって、前記現像手段に前記現像剤
を供給するための開口部を有する現像剤収納容器と、前記開口部を封止するシール部材と
、前記シール部材を開封するための開封駆動手段と、前記現像剤収納容器内の前記現像剤
を撹拌する撹拌駆動手段と、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に
、前記凹部と係合する前記軸線方向にねじれた三角柱の凸部を有する、前記電子写真感光
体ドラムの端部に設けられた第一のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方
向に回転した場合は、前記第一の本体カップリング部材を引き合う方向に移動させ、前記
駆動力を前記電子写真感光体ドラムに伝達し、前記モータが前記反対方向に回転した場合
は、前記第一の本体カップリング部材を前記凸部と前記凹部との係合が解除する方向に移
動させ、前記駆動力を前記電子写真感光体ドラムに伝達しない第一のカップリング部材と
、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記第二の本体カップリ
ング部材と係合する第二のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方向に回転
した場合に前記第二の本体カップリング部材と係合する、前記撹拌駆動手段に前記駆動力
を伝達するための第一の当接部と、前記モータが前記反対方向に回転した場合に前記第二
の本体カップリング部材と係合する、前記開封駆動手段に前記駆動力を伝達するための第
二の当接部と、を有する第二のカップリング部材と、を有することを特徴とするプロセス
カートリッジである。
【００１６】
　本出願に係る第４の発明は、画像を形成する電子写真画像形成装置であって、（ｉ）所
定方向と前記所定方向とは反対方向に回転可能なモータと、
（ ii）前記モータからの駆動力によって回転する第一の本体カップリング部材であって、
ねじれた略三角柱形状の凹部を有し、軸方向に移動可能に設けられた第一の本体カップリ
ング部材と、
（ iii）前記モータからの駆動力によって回転する第二の本体カップリング部材と、
（ iv）前記電子写真画像形成装置の装置本体に着脱可能なプロセスカートリッジであって
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、
　電子写真感光体ドラムと、
　前記電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像剤を用いて現像する現像手段と
、
　前記現像剤を収納する現像剤収納容器であって、前記現像手段に前記現像剤を供給する
ための開口部を有する現像剤収納容器と、
　前記開口部を封止するシール部材と、
　前記シール部材を開封するための開封駆動手段と、
　前記現像剤収納容器内の前記現像剤を撹拌する撹拌駆動手段と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記凹部と係合する前記
軸線方向にねじれた三角柱の凸部を有する、前記電子写真感光体ドラムの端部に設けられ
た第一のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方向に回転した場合は、前記
第一の本体カップリング部材を引き合う方向に移動させ、前記駆動力を前記電子写真感光
体ドラムに伝達し、前記モータが前記反対方向に回転した場合は、前記第一の本体カップ
リング部材を前記凸部と前記凹部との係合が解除する方向に移動させ、前記駆動力を前記
電子写真感光体ドラムに伝達しない第一のカップリング部材と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記第二の本体カップリ
ング部材と係合する第二のカップリング部材であって、前記モータが前記所定方向に回転
した場合に前記第二の本体カップリング部材と係合する、前記撹拌駆動手段に前記駆動力
を伝達するための第一の当接部と、前記モータが前記反対方向に回転した場合に前記第二
の本体カップリング部材と係合する、前記開封駆動手段に前記駆動力を伝達するための第
二の当接部と、を有する第二のカップリング部材と、
　を有するプロセスカートリッジと、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置である。
【００１７】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
本発明の実施の形態を図１及び図２に基づいて説明する。
【００１８】
（プロセスカートリッジ及び画像形成装置本体の説明）
図１に本発明に係るプロセスカートリッジの主断面図、図２に本発明に係る画像形成装置
の主断面図を図示する。このプロセスカートリッジは、像担持体と像担持体に作用するプ
ロセス手段を備えたものである。ここでプロセス手段としては、例えば像担持体の表面を
帯電させる帯電手段、像担持体にトナー像を形成する現像装置、像担持体表面に残留した
トナーを除去するためのクリーニング手段がある。なお、プロセスカートリッジは像担持
体である電子写真感光体と、プロセス手段のうち少なくとも一つと、を備えればよい。
【００１９】
本実施の形態のプロセスカートリッジ１５は、図１に示すように像担持体である電子写真
感光体ドラム１１の周囲に帯電手段である帯電ローラ１２、現像装置として現像ローラ１
８、現像ブレード１９そして現像剤であるトナーを収納した現像剤収納容器としてのトナ
ー収納枠体１６、トナー収納枠体１６内のトナーを撹拌する回転部材としての撹拌部材２
０、及びクリーニング手段としてのクリーニングブレード１４を配置し、ハウジングで覆
って一体的にプロセスカートリッジ１５とし、画像形成装置本体に対して着脱自在に構成
している。
【００２０】
このプロセスカートリッジ１５は、図２に示すような画像形成装置Ｃに装着されて画像形
成に用いられる。画像形成は、装置下部に装着されたシートカセット６からピックアップ
ローラ４、搬送ローラ７、レジストローラ５によってシートＳを感光体ドラム１１の転写
位置へ搬送し、シートＳへ行われる。感光体ドラム１１は、帯電ローラ１２によって帯電
された後、露光装置８によって画像情報に応じて選択的な露光が行われ、静電潜像が形成
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される。露光装置８による露光は、レジストローラ５によるシート搬送と同期して行われ
る。静電潜像形成後、トナー収納枠体１６から収納したトナーを送られた現像容器枠体１
７側のトナーを現像ブレード１９により現像ローラ１８表面に薄層担持し、現像ローラ１
８に現像バイアスを印加することによって、静電潜像に応じて現像ローラ１８から感光体
ドラム１１へトナーを供給する。この感光体ドラム１１上に形成されたトナー像を転写位
置で転写ローラ９へのバイアス電圧印加によって搬送されるシートＳに転写し、そのシー
トＳを定着装置１０へ搬送して画像定着し、排紙ローラ１によって装置上部の排出部２に
排出する。
【００２１】
（プロセスカートリッジの枠体構成）
上述プロセスカートリッジ１５は図１に示すようにトナー撹拌部材２０を内蔵し、トナー
を収納してトナー供給開口部３１をトナーシール部材２１でシールされたトナー収納枠体
１６と、感光体ドラム１１、帯電ローラ１２、クリーニングブレード１４を支持すると共
に現像ローラ１８、現像ブレード１９を支持する現像容器枠体１７を揺動可能に支持する
クリーニング枠体１３と、を図６に示すように夫々サイドカバー３６で固定してある。サ
イドカバー３６はトナー収納枠体１６、クリーニング枠体１３にわたっている。
【００２２】
そしてトナー収納枠体１６のトナー供給開口部３１と現像容器枠体１７間を外部に対して
可撓性の密封部材３７で密封した状態で両枠体１６，１７を結合してある。
【００２３】
（トナーシールの開封および撹拌駆動の説明）
図３～図５に本発明に係るトナー収納枠体、図６、図７にプロセスカートリッジと画像形
成装置本体内のギア駆動の説明図を示す。図３では、新品のプロセスカートリッジにおい
てトナー収納枠体１６の現像容器枠体１７へトナーを供給するための開口部３１はトナー
シール部材２１で覆われており、トナーシール部材２１はトナー収納枠体１６に開口部３
１を覆うように溶着または接着されている。そしてそのトナーシール部材２１の溶着した
一端２１ａが折り返されて重ねられ、トナー収納枠体１６に回転可能に設けられた丸軸の
巻き取り部材２３に固定されている。トナーシール部材２１の上記折り返された部分の幅
は開口部３１を覆うように溶着又は接着されている部分の幅より小さい。
【００２４】
　トナーシール部材２１には絶縁性のポリエチレンテレフタレートのシート上に開口部３
１がすべて開口したことを検知する導通部２２が設けられている。この導通部２２はトナ
ーシール部材２１の開封末端部を横切って設けられている。本実施例では、導通部２２は
トナーシール部材２１の開封末端部のシール部材上に粘着剤付きアルミニウム箔の導 部
２２を設けており、この導 部２２に画像形成装置本体の検知部３５よりプロセスカート
リッジ１５の接点部３４ａ，３４ｂを備える板金を介し電圧を印加する。
【００２５】
新品のプロセスカートリッジ１５を画像形成装置本体に装着すると検知部３５と導電部２
２が接点部３４ａ，３４ｂを介して電気的に接続され、トナーシール部材２１が巻き取ら
れる前は、導電部２２は導通状態である。これを画像形成装置本体の検知部３５が検知す
る。すると画像形成装置本体に設けられた駆動源としてのモータ２６が矢印Ａの方向に駆
動を始める。
【００２６】
　 画像形成装置本体にはモータ２６、 アイドラギア
４２、本体第一カップリング４３、アイドラギア３３、本体第二カップリング２５が設け
られている。
【００２７】
図３、図６に示すようにモータ２６が矢印Ａの方向に回転するとモータ２６の出力軸と一
体のモータギア２６ａが回転する。画像形成装置本体内の本体第一カップリング４３はモ
ータギア２６ａからアイドラギア４２を介して回転を伝えられ、矢印Ｃの方向に回転しな
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がら矢印Ｄの方向に移動し、プロセスカートリッジ１５内の感光体ドラム１１の端部に設
けられた第一カップリング４４と非係合状態で回転する。またプロセスカートリッジ１５
内の第二カップリングギア２４は画像形成装置本体のモータ２６からアイドラギア３３を
介し駆動伝達される画像形成装置本体側の本体第二カップリング２５と係合し、駆動伝達
される。また第二カップリング２４は、サイドカバー３６を取り外して見るトナー収納枠
体１６を示す図３で表すようにプロセスカートリッジ１５に設けられた揺動ギア２９に駆
動伝達する。そして揺動した揺動ギア２９がアイドラギア３０に噛み合って駆動を伝達し
、アイドラギア３０と噛み合う巻き取り部材２３のギア２３ａが回転し、そしてトナーシ
ール部材２１が矢印Ｂの方向に巻き取られる。このとき揺動ギア２９は揺動アイドラギア
２７と離間して非係合状態となっている。
【００２８】
なお、揺動ギア２９は揺動アイドラギア２７、アイドラギア３０の中心を結ぶ直線に直交
する線上においてトナー収納枠体１６に枢着された不図示の揺動アームの先端側に回転自
在に支持されている。この枢着される位置は第二カップリングギア２４と同一中心である
。揺動ギア２９は揺動アイドラギア２７、アイドラギア３０の何れにも噛み合わない位置
に例えば揺動アームを互いに反対方向へ付勢するばね部材により保持されている。揺動ギ
ア２９は第二カップリングギア２４の外周のギア部２４ｇ（図９、図１０参照）と噛み合
っている。即ち、第二カップリングギア２４は中心部がカップリングで外周がギアである
。
【００２９】
　従って第二カップリングギア２４が図３に示すように時計回りに回転すると第二カップ
リングギア２４のギア部２４ と揺動ギア２９間の歯荷重により揺動ギア２
９は第二カップリングギア２４と同一中心で揺動して巻き取りギア２３ａを駆動するアイ
ドラギア３０と噛み合う。第二カップリングギア２４が停止すると上記ばね部材により揺
動ギア２９はアイドラギア３０から退いてアイドラギア３０との噛み合いは離れる。
【００３０】
第二カップリングギア２４が図５に示すように反時計回りに回転すると第二カップリング
ギア２４のギア部２４ｇと揺動ギア２９間の歯荷重により揺動ギア２９は第二カップリン
グギア２４と同一中心で揺動して撹拌ギア３２へ駆動を伝達するための揺動アイドラギア
２７と噛み合うものである。
【００３１】
揺動アイドラギア２７は２段ギアであって、その小ギアがアイドラギア２８に噛み合う。
アイドラギア２８は２段ギアであってその小ギアが撹拌ギア３２に噛み合っている。
【００３２】
　ここでアイドラギア２７，２８、撹拌ギア３２は の側面に回転自在
に支持されている。撹拌ギア３２は トナー撹拌部材２
０に連結されている。
【００３３】
なお、揺動ギア２９をカップリングギア２４の回転方向に従って揺動方向を変える手段は
上述に限定される訳ではない。
【００３４】
なお、アイドラギア３０はプロセスカートリッジ１５のトナー収納枠体１６に回転自在に
支持されている。アイドラギア３０は揺動ギア２９が係脱する平歯車３０ａと巻き取り部
材２３と一体の傘歯車２３ａと噛み合う傘歯車３０ｂとを一体成形してある。
【００３５】
そしてトナーシール部材２１が矢印Ｂ方向に巻き取られると、図４に示すように開口部３
１をすべて開口した後、導通部２２が切断される。すると接点部３４ａ，３４ｂ間が絶縁
状態となる。この導通部２２が切断された絶縁状態を画像形成装置本体の検知部３５が検
知すると、画像形成装置本体の本体ＣＰＵ３８（図１２参照）は図５に示すように巻取り
部材２３を駆動する本体第二カップリング２５に伝達していたモータ２６が逆回転をする
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トナー収納枠体１６
図１に示すトナー収納枠体１６内の



ようにモータ駆動部を制御する。モータ２６が矢印Ｆ方向に逆回転すると、図７に示すよ
うに画像形成装置本体内の本体第一カップリング４３はアイドラギア４２と噛み合った状
態で矢印Ｇの方向に回転しながら矢印Ｈ方向に移動し、プロセスカートリッジ１５内の感
光体ドラム１１の端部に設けられた第一カップリング４４と係合状態で回転し感光体ドラ
ム１１に駆動を伝達する。
【００３６】
また図５に示すようにプロセスカートリッジ１５内の第二カップリング２４も逆回転する
。これによって、揺動ギア２９がアイドラギア３０と離間して非係合状態となった後に、
揺動アイドラギア２７と係合し、揺動アイドラギア２７を回転し、そしてアイドラギア２
８を介して図１に示すトナー収納枠体１６内の撹拌部材２０を回転する撹拌ギア３２に駆
動を伝達する構成となっている。
【００３７】
（駆動伝達方法及びカップリング部材の説明）
ここで図８～図１０を用いてカップリング形状について説明する。
【００３８】
図８において第一カップリング４４は、略三角形の凸部４４ａを有しており、詳しくは軸
の回転方向にねじれた三角柱である。また本体第一カップリング４３は、この凸部４４ａ
と係合する軸方向にねじれた略三角柱の凹部４３ａを有している。これにより第一カップ
リング４４と本体第一カップリング４３が係合し回転されると、凸部４４ａの各頂点と凹
部４３ａの内面とが等しく当接するために互いに軸芯が合致し駆動伝達される。
【００３９】
このように第一カップリング４４、本体カップリング４３はねじれた三角柱の凸部と凹部
であり、係合して回転すると軸方向の推力が生じ、図６に示すように本体第一カップリン
グ４３が矢印Ｃ方向に回転すると矢印Ｄ方向に本体第一カップリング４３は移動する。ま
た、図７に示すように本体第一カップリング４３が第一カップリング４４と係合して矢印
Ｇ方向に回転すると矢印Ｈ方向に移動して互いに引き合う。
【００４０】
図９、図１０において、画像形成装置の本体第二カップリング２５は円柱が二方取りされ
た凸部（二面幅部）を有しており、当接部２５ａ，２５ｂを有する。
当接部２５ａ，２５ｂは前記凸部の片面の両側にあり、片側に関しては凸部両面で異なる
当接部２５ａと２５ｂとなっている。プロセスカートリッジ１５内の第二カップリングギ
ア２４は円形状の凹部２４ｄに三角形のリブが周方向を等配して２個所に設けられている
。この三角形のリブは互いに直角方向に平面の当接部２４ａ，２４ｂを有する。
【００４１】
そして本体第二カップリング２５が図９に示すようにトナーシールを開封する方向Ｅに回
転すると第二カップリングギア２４の三角リブ当接部２４ａとカップリング２５の当接部
２５ａが当接し駆動を伝達する。
【００４２】
図９に示すように第二カップリングギア２４の凹部２４ｄはトナーシールを開封する方向
Ｅに回転すると第二カップリングギア２４の三角リブ当接部２４ａとカップリング２５の
当接部２５ａが当接する。このとき本体カップリング２５の外周２５ｄと第二カップリン
グギア２４の凹部２４ｄとの径方向の隙間４０が小となるように円形状の凹部２４ｄの径
を変化させた形状となっている。このため凹部２４ｄは円弧の途中から面２４ｂにほぼ平
行な面２４ｅを有する。
【００４３】
なお、本体第二カップリング２５の外周２５ｄは円弧であって、本体第二カップリング２
５の回転中心を中心とする円上にある。また、第二カップリング２４の面２４ｅは第二カ
ップリング２４の回転中心から等しい距離にある。
【００４４】
本実施例では第二カップリングギア２４と本体第二カップリング２５との半径方向の隙間
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４０は約０．５ｍｍとなっている。またトナーシール部材２１の開封駆動が終了すると本
体第二カップリング２５がＩ方向に逆回転し第二カップリングギア２４の当接部２４ｂと
本体第二カップリング２５の当接部２５ｂが当接し第二カップリングギア２４を駆動し、
トナー撹拌部材２０に駆動を伝達する構成となっている。このとき本体第二カップリング
２５と第二カップリングギア２４は、回転軸に対して半径方向の隙間４１を有する構成と
なっている。本実施例では、隙間４１は約２ｍｍである。
【００４５】
この構成をとることによりトナーシール部材２１を開封時には感光体ドラム１１を回転駆
動せず、本体第二カップリング２５と第二カップリングギア２４との間で回転中心が決め
られる。そしてトナーシール部材２１を開封終了後すなわち画像形成されるときには感光
体ドラム１１に設けられた第一カップリング４４と本体第一カップリング４３が回転中心
となり、撹拌部材２０に駆動伝達する第二カップリング２４と本体第二カップリング２５
は、偏心していたとしても調芯作用は生ぜず、偏心したまま駆動を伝達するのみで本体第
一カップリング４３と第一カップリング４４の軸芯の合致を妨げない構成となっている。
【００４６】
　以上の動作をまとめて示すフローチャートを図 に、簡易回路図を図 に示す。
【００４７】
本例のプロセスカートリッジを画像形成装置に装着後、Ｓ１で導通部が導通しているかを
確認し、導通している場合はＳ２へ進んでトナーシール部材２１の巻き取りを開始し、Ｓ
３で開封が進み導通部２２が切断されＳ４で開封を検知した時点でトナーシール部材２１
の開封終了と判断し、Ｓ５で画像形成装置本体内のモータ２６を逆回転しトナー撹拌部材
２０の回転を開始する。
【００４８】
ここで検知部３５は、直流電源と電流モニターを備え、電源により電圧を印加してモニタ
ーで電流を測定することによってトナーシール部材２１が開封されているか否かを検知す
る。
【００４９】
（実施の形態２）
本例は、図１３、図１４において実施の形態１の第二カップリングギアと第二本体カップ
リングとの係合部が次に説明する形状であり、その他の形状は実施の形態１と同じである
。
【００５０】
画像形成装置の本体第二カップリング２５は、円柱が二方取りされた凸部（略二面幅部）
を有する。この凸部には本体第二カップリング２５の回転中心を対称中心として断面略半
円形状のリブ２５ｃが一対設けられている。プロセスカートリッジ１５内の第二カップリ
ングギア２４は円形状の凹部２４ｄにほぼ三角形のリブを有し、このリブに当接部２４ａ
、２４ｂが設けられている。当接部２４ａ，２４ｂは第二カップリング部材２４の周方向
を夫々二等分して設けられ、夫々が第二カップリング部材２４の回転中心から等しく対称
な位置にある。当接部２４ａには断面略半円弧形状の凹部２４ｆが設けられている。
【００５１】
そして図１３に示すように本体第二カップリング２５がトナーシールを開封する方向Ｅに
回転すると第二カップリングギア２４の三角リブに設けた凹部２４ｆとカップリング２５
の当接部である断面略半円形状のリブ２５ｃが係合し駆動を伝達する。
【００５２】
第二カップリングギア２４はトナーシール部材２１を開封する方向Ｅに回転すると、本体
カップリング２５に設けられた略半円形状のリブ２５ｃと第二カッップリングギア２４の
三角リブに設けられた略半円形状の凹部２４ｆが係合し径方向の動きを規制することで回
転軸中心を略合致させる。
【００５３】
この際に、第二カップリングギア２４と本体第二カップリング２５間の回転力は当接部２
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４ａ，２５ａが当接することで本体第二カップリング２５から第二カップリングギア２４
へ伝えられる。なお、当接部２４ａ，２５ａを当接しないで凹部２４ｆとリブ２５ｃを当
接するようにしてもよい。
【００５４】
またトナーシール部材２１の開封駆動が終了すると図１４に示すように本体第二カップリ
ング２５がＩ方向に逆回転し第二カップリングギア２４の当接部２４ｂと本体第二カップ
リング２５の当接部２５ｂが当接し第二カップリングギア２４を駆動し、撹拌部材２０に
駆動を伝達する構成となっている。
【００５５】
（実施の形態３）
本例では図１５、図１６において実施の形態２の第二カップリングギアと第二本体カップ
リングとの係合部が次に説明する形状であり、その他の形状は実施の形態２と同じである
。即ち、係合部が実施の形態２では略半円形状であるのに代えて実施の形態３では略三角
形状としたものである。
【００５６】
画像形成装置の本体第二カップリング２５は円柱が二方取りされた凸部（略二面幅部）を
有する。この凸部に略三角形状のリブ２５ｃが設けられている。プロセスカートリッジ１
５内の第二カップリングギア２４は円形状の凹部２４ｄに略三角形状のリブを設けてこの
リブに当接部２４ａ，２４ｂが設けられている。
【００５７】
そして図１５に示すように本体第二カップリング２５がトナーシール部材２１を開封する
方向Ｅに回転すると第二カップリングギア２４の凹部２４ｆと本体第二カップリング２５
のリブ２５ｃが係合し駆動を伝達する。
【００５８】
第二カップリングギア２４はトナーシール部材２１を開封する方向Ｅに回転駆動されると
きは、本体第二カップリング２５に設けられた三角形状のリブ２５ｃと第二カップリング
ギア２４の三角リブに設けられた三角形状の凹部である凹部２４ｆが係合し径方向の動き
を規制することで回転軸中心を略合致させる。
【００５９】
この際に、第二カップリングギア２４と本体第二カップリング２５間の回転力は当接部２
４ａ，２５ｂが当接することで本体第二カップリング２５から第二カップリングギア２４
へ伝えられる。なお、当接部２４ａ，２５ａを当接しないで凹部２４ｆとリブ２５ｃを当
接するようにしてもよい。
【００６０】
また図１６に示すようにトナーシール部材２１の開封駆動が終了すると本体第二カップリ
ング２５がＩ方向に逆回転し第二カップリングギア２４の当接部２４ｂと本体第二カップ
リング２５の当接部２５ｂが当接し第二カップリングギア２４を駆動し、撹拌部材２０に
駆動を伝達する構成となっている。
【００６１】
【発明の効果】
　以上説明したように本出願に係る発明によると、電子写真画像形成装置およびプロセス
カートリッジにおいて、シール を開封するときのプロセスカートリッジの動きを規制
し、シール 開封後の 感光体の カップリング と画像形成装置本体の

カップリング の挿入がスムーズに行われる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態におけるプロセスカートリッジの主断面概略図である。
【図２】本発明の実施の形態における画像形成装置本体の主断面概略図である。
【図３】実施の形態１の新品状態のプロセスカートリッジのトナー収納容器の概略斜視図
である。
【図４】実施の形態１のトナーシール部材を巻き取った状態のプロセスカートリッジのト
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ナー収納容器の概略斜視図である。
【図５】実施の形態１の撹拌部材を回転するときのプロセスカートリッジのトナー収納容
器の概略斜視図である。
【図６】実施の形態１のトナーシールを巻き取るときのプロセスカートリッジの概略斜視
図である。
【図７】実施の形態１の感光体ドラムと撹拌部材を回転するときのプロセスカートリッジ
の概略斜視図である。
【図８】実施の形態１のプロセスカートリッジの第一カップリングと画像形成装置本体の
第一カップリングの概略斜視図である。
【図９】実施の形態１のプロセスカートリッジの第二カップリングと画像形成装置本体の
第二カップリングのトナーシールの開封時方向に回転するときの説明用軸直角面図である
。
【図１０】実施の形態１のプロセスカートリッジの第二カップリングと画像形成装置本体
の第二カップリングの撹拌部材駆動方向に回転するときの説明用軸直角面図である。
【図１１】実施の形態１のフローチャートである。
【図１２】実施の形態１の簡易回路図である。
【図１３】実施の形態２のプロセスカートリッジの第二カップリングと画像形成装置本体
の第二カップリングのトナーシール開封時方向に回転するときの説明用軸直角面図である
。
【図１４】実施の形態２のプロセスカートリッジの第二カップリングと画像形成装置本体
の第二カップリングの撹拌部材駆動方向に回転するときの説明用軸直角面図である。
【図１５】実施の形態３のプロセスカートリッジの第二カップリングと画像形成装置本体
の第二カップリングのトナーシール開封時方向に回転するときの説明用軸直角面図である
。
【図１６】実施の形態３のプロセスカートリッジの第二カップリングと画像形成装置本体
の第二カップリングの撹拌部材駆動方向に回転するときの説明用軸直角面図である。
【符号の説明】
Ｃ…画像形成装置
Ｓ…シート
１…排紙ローラ
２…排出部
４…ピックアップローラ
５…レジストローラ
６…シートカセット
７…搬送ローラ
８…露光装置
９…転写ローラ
１０…定着装置
１１…電子写真感光体ドラム
１２…帯電ローラ
１３…クリーニング枠体
１４…クリーニングブレード
１５…プロセスカートリッジ
１６…トナー収納枠体
１７…現像容器枠体
１８…現像ローラ
１９…現像ブレード
２０…トナー撹拌部材
２１…トナーシール部材
２２…導通部
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２３…巻き取り部材　２３ａ…傘歯車
２４…第二カップリングギア　２４ａ，２４ｂ…当接部　２４ｄ…凹部　２４ｅ…面　２
４ｆ…凹部　２４ｇ…ギア部
２５…本体第二カップリング　２５ａ，２５ｂ…当接部　２５ｃ…リブ　２５ｄ…外周
２６…モータ　２６ａ…モータギア
２７…揺動アイドラギア
２８…アイドラギア
２９…揺動ギア
３０…アイドラギア　３０ａ…平歯車　３０ｂ…傘歯車
３１…開口部
３２…撹拌ギア
３３…アイドラギア
３４ａ，３４ｂ…接点部
３５…検知部
３６…サイドカバー
３７…密封部材
３８…本体ＣＰＵ
４０…隙間
４１…隙間
４２…アイドラギア
４３…本体第一カップリング　４３ａ…凹部
４４…第一カップリング　４４ａ…凸部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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